
園芸品目の土づくりの推進 

～担い手組織の土壌物理性改善の支援～

（課題番号　３） 

 ◆活動年次：令和６年度

◆対　　象：ピーマン生産部会担い手組織　２３戸 

◆目標事項：ピーマンほ場の物理性改善 

◆到達度合：土壌物理性調査実施戸数　０戸→３戸（到達度150％） 

 

　1　課題の背景　 

　○ピーマンほ場において、連作ほ場や長年の作付けによる塩類集積、土壌物理性の低下など
 で思うように収量が伸びていないほ場が散見されている。

　○ピーマン生産部会には担い手組織（若手中心の組織、事務局：JA）があり、研鑽のために
 研修会を行っている。

　○担い手組織を対象の中心として、地域の課題である土壌物理性改善への取組を通じて、地
 域への土づくりの推進と担い手の技術習得支援に取り組む。

 

　２　活動の経過　 

 　○土壌物理性調査と改善策の提案

道総研農研本部技術支援グループの協力を得ながら、

３戸のほ場で土壌物理性調査を実施し、改善策を提案し

 た（写真１）。

 ○新規就農予定ほ場の土壌物理性調査

　R７年就農予定者１戸のほ場で関係機関も交えた中で

調査を実施し、就農準備に向けた排水対策について助言

 した（写真２）。

 　○担い手組織研修会支援

 R6.２月　先進地視察研修（道総研中央農試）

 R6.３月　研修会（断面調査・写真３）

 R7.１月　講習会（土壌物理性調査について）

　３　活動の成果　 

○土壌物理性調査の対象農家から「今まで水が抜けない

と思っていたが、外部からの流入が原因だったと知っ

て納得した」など、調査結果をデータや資料で示すこ

とで、ほ場の土壌物理性や排水対策に対する理解度が

 深まった。

○関係機関においても、調査や研修会を通じて、排水対

 策の重要性の理解を深めることができた。

○改善策については、機械施工や有機物施用は調達が難

 しく、本年度は主に提案までの活動となった。

　４　残された問題点 

 　○改善策提案ほ場の経過確認

 　○土壌物理性改善に関する手法の普及

　○土壌物理性改善・排水対策の支援、資材・機械が調達

 　　できない場合の代替案の検討

　５　今後の対応 

　○対象をピーマン生産部会全体とし、一般活動として土壌物理性改善・排水対策の周知・徹

底を図る。 

写真３　研修会（3/18断面調査）

写真１　排水対策の提案（6/27）

写真２　就農予定地調査（9/10）
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